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創
設
に
あ
た
り

庄
原
市
は
昭
和
二
十
九
年
四
月

一
日
当
時
の
、
比
婆
郡
圧
原
町
、
比
婆
郡
高
村
、

比
婆
郡
本
田
村
、
比
婆
郡
敷
信
村
、
比
婆
郡
山
内
東
村
、
比
婆
郡
山
内
西
村
、
比
婆

郡
山
内
北
村
の
旧
七
ヶ
町
村
の
合
併
に
よ
り
庄
原
市
の
誕
生
に
伴
い
庄
原
市
制
施
行

と
同
時
に
福
祉
事
務
所
も
出
来
力
強
い
行
政
発
足
に
頼
る
べ
く
旧
七
ヶ
町
村
の
七
地

区
遺
族
会
、
会
長
会
議
を
開
催
し
戦
没
者
遺
族
と
し
て
の
地
位
の
確
保
と
強
力
な
る

組
織
作
り
を
す
る
こ
と
を
申
合
せ
次
後

一
年
有
余
旧
町
村
遺
族
会
の
意
志
統
一
を
図

り
、
昭
和
三
十

一
年
四
月

一
目
、
圧
原
市
遺
族
連
合
会
と
し
て
発
足
を
致
し
、
旧
土

地
遺
族
会
と
旧
地
区
名
の
支
部
に
改
め
創
立
総
会
を
行
い
、
事
務
所
は
庄
原
市
福
祉

武
、
氏
生
推
載
。

事
務
所
内
に
置
き
、
初
代
会
長
に
岸

-
創
設
当
時
の
役
員
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武

長

岸

副

会

長

重
美
、
岡
田

唯
雄

藤
原

婦
人
部
長

豊
子

速
見

-

庄

原

市

遺

族

会

会

員

調

査

表
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(合
併
後
昭
和
五
十
四
年
調
べ
数
)
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事
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青
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年
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長

名
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議
員
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十
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要
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英
霊
顕
彰
に
つ
い
て

会
費
徴
集
方
法

(年
額
三
千
円
)
市
よ
り
五
万
円
、
慰
霊
奉
賛
会
よ
り
十
万
円

神
式
、
仏
式

(一

年
交
代
)
、
主
催
者

慰
霊
祭

靖
国
神
社
参
拝

3 

遺
族
会
研
修
等
の
行
事

他
県
護
国
神
社
参
拝
実
施

遺
族
会
理
事
評
議
員
に
よ
り
パ
ス

一
台
四
十
五
名

代
表
者
四
名
毎
年
参
拝

圧
原
市
慰
霊
奉
賛
会



程
度
参
加
実
施
。
広
島
護
国
神
社
秋
季
大
祭
に
団
体
参
拝
毎
年
パ
ス

二
台
百
名

婦
人
部
、
青
壮
年
部
、
研
修
会
の
実
施
。

4 

そ
の
他

参
拝
の
実
施
。
庄
原
市
遺
族
大
会

忠

魂

碑

護
国
神
社

招

魂

社

庄
原
市
内
三
ケ
所

圧
原
平
和
神
社
、
山
内
平
和
神
社

高
馬
場
御
堂

平
成
五
年
度
事
業
報
告

平
成
五
年

四
月
五
日

四
月
五
日

四
月
七
日

四
月
十
五
日

四
月
三
十
日

六
月
二
日

六
月
四
日

六
月
五
日

ハ
月
八
日

六
月
二
十

一
日

六
月
二
十
五
日

ハ
月
二
十
九
日

八
月

一
日

八
月
六
日

山
内
護
国
神
社
慰
霊
祭
参
列
(
井
淳
副
会
長
)

広
島
護
国
神
社
慰
霊
祭
委
員
会
出
席

(今
井
会
長
)

庄
原
市
遺
族
役
員
会
開
催

(老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
)

庄
原
平
和
神
社
慰
霊
祭
参
列

(井
淳
副
会
長
)

庄
原
市
遺
族
会
役
員
会
開
催
(
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
)

広
島
護
国
神
社
理
事
会
出
席

(今
井
会
長
)

西
城
町
慰
霊
祭
参
列
(
今
井
会
長
)

圧
原
市
遺
族
会
理
事
監
事
会
(
監
査
及
収
支
決
算
)

次
市
慰
霊
祭
参
列
(
今
井
会
長
)

庄
原
市
慰
霊
祭
準
備
委
員
会
(
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
)

広
島
県
遺
族
会
理
事
評
議
員
会
出
席

(
今
井
会
長
・
山
城
戸
婦
人
部
長
・
井
淳
部
長
)

庄
原
市
理
事
、
評
議
員
会
開
催
(
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
)

高
地
区
慰
霊
祭
参
列
(
今
井
会
長
)

庄
原
地
区
原
爆
慰
霊
祭
参
列

(井
淳
副
会
長
)

八
月
十
四

i
十
六
日
全
国
戦
没
者
追
悼
式
参
列

八
月
二
十
五
日

八
月
二
十
六
日

九
月
二
十
二
日

九
月
三
十
日

十
月
二
十
二
日

十

一
月
十
八
日

十
一
月
二
十
六
日

平
成
六
年

一
月
二
十
六
日

二
月
七
日

二
月
二
十
日

月
六
日

三
月
二
十
五
日

(東
京
日
本
武
道
館

和
手
ア
サ
ヨ

)

庄
原
市
戦
没
者
慰
霊
祭
準
備

(会
長
・
地
区
会
長

・
婦
人
部
役
員
)

圧
原
市
戦
没
者
慰
霊
祭
(
庄
原
市
民
会
館
)

庄
原
市
遺
族
会
役
員
会

(老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
)

広
島
県
福
祉
保
健
課
恩
給
係
主
催
に
よ
る
未
処
遇
そ
の
他
遺

族
相
談
会

(庄
原
市
福
祉
事
務
所
に
て
今
井
会
長
)

広
島
護
国
神
社
秋
季
大
祭
団
体
参
拝

(パ
ス

二
台
、
六
十
名
)

広
島
県
遺
族
援
護
相
談
員
研
修
会
出
席

(広
島
県
庁
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今
井
会
長
)

庄
原
市
遺
族
会
役
員
会
開
催

(
初
穂
料
集
計
・
カ
レ
ン
ダ
ー
配
布

・
老
人
福
祉
セ
ン

タ圧
原
市
遺
族
会
役
員
会
開
催

(
基
金
委
員
会
の
件
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
)

北
方
領
土
の
日
啓
発
時
に
参
加
(
山
城
戸
婦
人
部
長
外
役
員
)

県
遺
族
会
青
壮
年
部
大
会
参
加
(
門
永
部
長
外
四
名
)

庄
原
市
遺
族
会
総
会
及
び
研
修
会
開
催

(
庄
原
市
田
園
文
化
セ
ン
タ
ー
五
十
八
名
)

県
遺
族
会
理
事
評
議
員
会
出
席

(広
島
市
今
井
会
長
山
城
戸
婦
人
部
長
・
井
淳
部
長
)
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一
月
二
十
六
日

慰
霊
巡
拝
参
加
関
係

圧
原
市
遺
族
会
決
算
役
員
会
及
び
監
査
会

(
山
城
戸
婦
人
部
長
宅
)

平
成
五
年
六
月
二
十
二
日

1
二
十
四
日

早
見
土
口
人
副
部
長
)

第
八
回
沖
縄
慰
霊
平
和
行
進

(庄
原
市
代
表

平
成
五
年
十
一
月
七
日

1
十
七
日

ミ
ャ
ン
マ
ー
・
タ
イ
地
区
慰
霊
友
好
親
善
訪
問

(
庄
原
市
関
係
八
名
の
代
表
を
兼
団
長

井
淳
県
部
長
)

各
支
部
会
員
部
員
明
細
表
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考
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原

支

部

高

支

部

敷

信

支

部

本

支

部

田

山

内

西

支

部

山

内

東

支

部

山

内

北

支

部

i込
口

計

(
平
成
六
年
度
分
)

正
会
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数

準
会
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数

青
壮
年
部
員
数

き
名

コ
一
五
名

主
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名

名
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名
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プて
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プL

名
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六
九
名

名

名

ノ1

名

豆
名

一口名

一
口
口
名

名

一
五
一
名

高
六
名

=
一
七
名

庄
原
市
遺
族
会
基
金
募
金
内
訳

平
成
五
年
度
に
お
い
て
遺
族
会
会
員
の
皆
様
方
の
趣
旨
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

わ
り
下
記
の
通
り
多
額
の
基
金
が
造
成
出
来
ま
し
た
。

大
変
遅
く
な
り
ま
し
た
が
紙
面
に
て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

本高北東西敷庄
地

区

名

金

額
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地

協
力
者
件
数
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通
預
金
利
子
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含
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八、八ニ回、回口=一

上
記
金
額
は
、
平
成
六
年
四
月

一
日
よ
り
庄
原
市
遺
族
会
基
本
財
産
管
理
規
定
に

-423-

て
、
広
島
み
ど
り
信
用
金
庫
に
五

O
O万
円
、

J
A
庄
原
に
三
六

O
万
円
定
期
預
金

と
し
た
、
今
後
は
庄
原
市
遺
族
会
基
本
財
産
管
理
委
員
会
に
て
会
員
の
皆
様
方
の
貴

重
な
財
産
で
す
か
ら
将
来
英
霊
顕
彰
、
遺
族
処
遇
改
善
等
に
有
効
に
役
立
さ
せ
て
頂

き
ま
す
よ
う
管
理
運
営
致
し
ま
す
。
尚
、
管
理
委
員
会
の
役
員
名
は
次
の
通
り
で
す
。

庄
原
市
遺
族
会
基
本
財
産
管
理
委
員

役

職

名

管

理

委

員

長

管

理

副

委

員

長

管 管

理

副

委

員

長

A 
Z三三

理

(自
・
平
成
六
年
四
月

一
日

1
至
・
平
成
八
年
三
月
三
十

一
日
)

氏

氏

地

区

名

名

今
井

牛
之

北

松
田

早
支え
丘三L

西

藤
本

弘
人

本

田

計

門
永

治

庄

原
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竿
崎

速
見

士口人 強

村
上

雅
志

敷庄本本

北東高

信

西

原田

高

町

西東

平
成
六
年
度
庄
原
市
遺
族
会
理
事
並
び
に
評
議
員
名
簿

役

員

名

会

長

会

長

代

行

(副

会

長

)

副

会

長

高1

I込
ヨミ

理理t込
Zミ監監

長事事ふーユコロ事事

新
山

政
男

山

政
美

水
永

邦
弘

宮
脇

数
Eヨk
SL 

須
沢

宜
之

大
谷

敏
校

神
田

茂
生

中

康
治

田
中

弘
之

氏
井
津

聖
昭

門
永

治

藤
本

弘
人

速
見

土口人

竿
崎

新
山

政
男

水
永

邦
弘

松
田

速
登

山

政
美

蔵
崎

国
夫

大
谷

敏
校

中
田
さ
と
え

名

住
西
本
町
一
丁
目
玉
八

本
町
二
一
三
六

本
村
町
交
一

七
塚
町
一
口
一
八

強

川
北
町
ニ
ニ
七六

高
町
ニ
ロ
八
三
1

一

水
越
町
田
ヨ一
四

本
郷
町
一
口
実

新
圧
町
九
吉一l
ニ

所

平
成
六
年
四
月

一
日
現
在

婦

人

青

壮

年

部

長

評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評

部
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議

長員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員

花
好
ト
ヨ
ノ

司
J

V

、

開
ド

E'
一マ'
h

治

迫
田

裕
之

片
岡

勝
郎

郷
原
ハ
ル
コ

松
本
キ
ヨ
子

岸
本

昭
子

宮
脇
カ
ズ
ヱ

松
井
と
し
子

山
本

喜

藤
岡

森
永
ハ
ヤ
子

加
藤
マ
サ
子

藤
岡
ヤ
ス
ノ

須
沢
ミ
ヨ
コ

丸
田
美
智
子

広
谷

菅
原

ド色、

和
手
ア
サ
ヨ

中
川

昭
和

山
城
戸
タ
ツ

ヨ

西
村

正
克

近
藤

筆

深
屋

正
夫

中
本
町
一
丁
目
八
1

ニ四

本
町
二
三
二
六

大
久
保
町

川
手
町
三
ニ
D
l

一

中
本
町
一
丁
目
了
き

西
本
町
=
一
丁
目
玉
1

ニ
四

東
本
町
一
丁
目
ニ
五
!
九

宮
内
町
一九七
1

一

高
町

高
町
五
回
口
四

ヨIi

川
西
町
一
主
主

本
村
町
一
五
三

-424-

春
田
町
一
苫
玉

峰
田
町
七
九
七

峰
田
町
七
九

本
村
町
歪
七
l

茂

上
原
町
乙
ニ
四
口

上
原
町
二
六
一
千
ニ

七
塚
町
天
一

七
塚
町
四
二
回
l

一

三
日
市
町
ニ
実
l

七

三
日
市
町
二
五
人
一

尾
引
町
五七
一

本
郷
町
五
回口
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議

員

頻
藤
ア
ヤ
コ

国
好
み
や
子

坂
村

百
枝

本
郷
町
上

山
ノ
内
町
隠
地

高
茂
町
下
ニ
ロ
ロ

川
北
町
一
六
五
七
l

一

川
北
町
ニ
七
四
四

濁
川
町
四
一
D
l

一

都

実
留
町
ニ
ニ
九
九
七

議

員

村
上

文
子

実
留
町
七
九
九

実
留
町
一
七
六
白

一
木
町
吾
一

新
圧
町
ニ
ニ
=
一
二

ミ
ャ
ン
マ
ー
・
タ
イ
、
慰
霊
友
好
親
善
訪
問
団

議

員

広
島
県
遺
族
会
壮
年
部
長

里
…
回
ヤ
ス
コ

宝
正

栄
次

木目
Jじ」、

、.1
v
 

出

議

員

森
田

畑
森
千
恵
子

芋
堀
代
美
子

中
田
ハ
ツ
エ

平
田

熊
恵

井

津

聖

昭

議

員

行

の

終
戦
五

O
周
年
を
迎
え
た
平
成
七
年
、
節
目
の
年
に
あ
た
り
我
々
遺
族
会
に
取
っ

議

員

て
種
々
記
念
式
典
、
慰
霊
行
事
な
ど
が
中
央
を
初
め
各
地
に
お
い
て
開
催
さ
れ
新
め

議

員

て
戦
後
五

O
年
の
歩
み
に
意
義
深
い
も
の
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
振
返
り
ま
す
と
昭

議

員

和
五
十
九
年
の
夏
、
公
式
参
拝
実
現
の
五

0
時
間
断
食
祈
願
に
参
加
し
た
こ
と
を
初

議

員

め
、
毎
年
繰
返
さ
れ
て
い
る
陳
情
運
動
そ
し
て
、
公
式
参
拝
定
着
化
の
統

一
行
動
の

議

員

実
施
等
々
、
多
く
の
先
輩
や
部
員
の
方
々
と
行
動
を
共
に
し
た
こ
と
は
忘
れ
る
こ
と

議

員

の
出
来
な
い
遺
族
会
活
動
で
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も
組
織
を
あ
げ
て
運
動
し
遺
児
に

同

対
す
る
唯
一
の
国
家
処
遇
と
し
て
平
成
三
年
よ
り
実
現
し
た
、
慰
霊
友
好
親
善
事
業

に
、
日
本
遺
族
会
幹
事
の
立
場
で
参
加
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
去
る
平
成

五
年
十
一
月
八
日
か
ら
十
六
日
ま
で
の
九
日
間
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
-
タ
イ
地
域
に
総
勢

三
十
九
名
で
私
達
遺
児
の
共
通
の
念
願
で
あ
り
ま
し
た
父
の
眠
る
地
を
訪
れ
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
行
程
は
、
バ
ン
コ
ク
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
班
と
タ
イ
班
に
別
れ
て
の
旅

で
し
た
が
、
私
は
ミ
ャ
ン
マ

ー
コ
ー
ス
に
団
長
と
し
て
同
行
さ
せ
て
頂
き
、
毎
日
が

汗
と
一
俣
の
厳
し
い
慰
霊
の
旅
で
あ
り
、

そ
の
う
え
ホ
テ
ル
を
始
め
食
事
、
パ
ス
卜
イ

レ
、
貸
切
パ
ス
な
ど
と
て
も
現
在
の
日
本
で
の
生
活
で
は
想
像
出
来
な
い
程
、
大
変

組
末
で
し
た
が
全
員
無
事
で
、
初
期
の
目
的
と
そ
の
使
命
を
果
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
偏
に
政
府
、

日
本
遺
族
会
並
び
に
各
県
遺
族
会
の
ご
配
慮
で
あ
り
更
に
、
ミ
ヤ

ン
マ

l
政
府
、

日
本
大
使
館
の
こ
厚
意
に
心
か
ら
感
謝
致
し
ま
し
た
。
全
国
か
ら
多

く
の
参
加
希
望
者
が
有
り
ま
し
た
が
事
業
枠
等
の
関
係
で
僅
か
な
人
数
で
の
実
施
で

し
た
。
過
ぐ
る
大
戦
で
ビ
ル
マ
戦
線
に
て
十
九
万
余
柱
の
ご
英
霊
が
眠
る
激
戦
地
を

訪
問
し
、
い
か
に
悲
惨
な
戦
い
で
あ
っ
た
か
現
地
を
巡
拝
し
乍
ら
実
感
致
し
ま
し
た
。

広
大
な
戦
野
に
て
戦
か
ら
弾
な
く
飢
え
を
い
や
す
食
も
な
く
、
唯
ひ
た
す
ら
祖
国
の

安
泰
と
繁
栄
を
念
じ
つ
つ
散
華
さ
れ
た
ご
英
霊
の
無
念
を
思
い
感
無
量
で
あ
り
ま
し

た
。
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
尊
さ
、
我
が
国
の
繁
栄
と
豊
か
さ
を
肌
に
通
し
心
に

強
く
刻
ん
だ
慰
霊
の
旅
で
し
た
。
団
員
の
殆
ん
ど
が
父
の
顔
を
覚
え
て
い
な
い
方
々

で
、
成
田
よ
り
バ
ン
コ
ク
ま
で
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
機
で
バ
ン
コ
ク
よ
り
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

ヤ
ン
ゴ
ン
空
港
に
小
型
機
で
向
い
ま
し
た
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
上
空
に
さ
し
か
か
る

と
父
の
眠
っ
て
お
ら
れ
る
広
大
な
地
を
み
つ
め
、
皆
な
涙
さ
れ
た
。
現
地
で
各
々
団

員
の
お
父
様
の
戦
歴
を
詳
し
く
日
本
遺
族
会
事
務
局
員
が
事
前
に
調
べ
、

そ
れ
に
添

っ
て
行
動
し
ま
し
た
。
各
々
の
慰
霊
の
場
所
で
の
追
悼
の
こ
と
ば
、
初
め
て
お
父
さ

ん
に
語
り
、
そ
れ
に
加
え
て
丁
度
、

そ
の
年
の
八
月
に
細
川
首
相
の
侵
略
発
言
が
有
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チ
ャ
ン
ド
!
日
本
人
墓
地
、
ビ
ル
マ
平
和
記

念
碑
前
で
の
全
ピ
ル
マ
戦
没
者
追
悼
式

(在
ミ
ャ
ン
マ
ー
大
使
館
第

一
等
書
記
官
の

参
列
を
頂
く
)
。
団
長
と
し
て
の
追
悼
の
こ

と
ば
。

(
H
5
.
u
.
日
)

り
、
現
地
の
慰
霊
祭
で
、

お
父
さ
ん
本
当
に
あ
な
た
方
は
侵
略
の
た
め
に
こ
ん
な
遠

く
ビ
ル
マ
に
戦
い
に
来
た
の
で
す
か
と
尋
ね
、
声
を
大
に
し
て
お
父
さ
ん
と
呼
ん
だ

場
面
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
来
て
本
当
に
よ
か
っ
た
、
積
年
の
想
い
悲
願
が
叶
え
ら
れ
た

と
心
よ
り
喜
ん
で
頂
い
た
こ
と
、

そ
し
て
団
員
の
方
々
は
、
平
成
五
年
、
六
年
が
丁

度
五
十
回
忌
を
迎
え
ら
れ
た
節
目
の
年
で
も
有
り
大
変
意
義
深
い
巡
拝
で
し
た
。
又
、

友
好
親
善
の
た
め
持
参
し
た
衣
類
な
ど
を
寺
院
で
贈
呈
し
た
こ
と
、
現
地
で
お
互
に

心
を

一
つ
に
し
兄
弟
姉
妹
と
し
て
、
毎
日
の
ハ

1
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
予
定
通
り
実

施
出
来
た
こ
と
は
、
私
の
永
年
の
遺
族
会
活
動
の
中
で
生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な

い
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
更
に
は
、
今
後
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
に
対
し
友

好
親
善
を
全
国
の
仲
間
と
果
し
た
い
気
持
で
一
杯
で
す
。
そ
し
て
共
に
味
わ
っ
た
感

激
を

一
人
で
も
多
く
の
同
志
に
伝
え
我
々
の
遺
族
会
活
動
に
反
映
さ
せ
て
頂
き
組
織

発
展
と
共
に
慰
霊
友
好
親
善
事
業
の
継
続
と
拡
充
に
努
め
る
こ
と
を
約
束
し
想
い
出

-426一

の
会
も
、
毎
年
実
施
し
再
会
し
て
お
り
ま
す
。
今
、
想
い
越
し
遺
族
会
の
組
織
は
他

の
団
体
に
な
い
友
情
の
紳
を
深
め
る
す
ば
ら
し
い
会
だ
と
、
自
分
乍
ら
誇
り
に
思
い

感
謝
し
て
お
る
次
第
で
す
。
我
々
壮
年
部
も
組
織
の

一
体
化
の
進
む
中
で
、
今
後
更

に
、
英
霊
顕
彰
を
中
心
と
し
て
、
恒
久
平
和
維
持
の
た
め
に
若
い
世
代
に
遺
族
会
の

継
承
し
更
な
る
発
展
を
お
互
に
祈
念
し
た
い
と
思
い
ま
す
。


